
結びつなげる！しまね自治研

地地域域やや社社会会にに変変化化ももたたららすす
自自治治研研活活動動のの芽芽吹吹ききここここにに

自
治
労
は
10
月
4
〜
5
日
、
松
江
市
を
中
心
に
第
40
回
地
方
自
治
研
究

全
国
集
会
を
開
催
し
、
2
7
0
0
人
が
参
加
し
た
。
島
根
で
の
開
催
は

1
9
7
7
年
の
第
17
回
以
来
2
回
目
。
地
域
課
題
を
新
た
な
価
値
に
変

え
る
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
島
根
の
地
で
、
約
半
世
紀
ぶ
り
の
自
治

研
集
会
が
か
な
っ
た
。

（左写真から）島根の郷土芸能・さだ須田
太鼓のパフォーマンス、しまねsuper大使
「吉田くん」と島根県観光キャラクター「し
まねっこ」

松江市
上定昭仁市長

島根県
丸山達也知事

連合島根
成相善朗会長

自治労島根県本部
須田晋次委員長

地
域
や
社
会
を
よ
り
良
い
方

向
へ
と
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く

実
践
の
場
と
し
て
の
意
味
を
持

つ
「
地
方
自
治
研
究
活
動
」。

そ
の
日
頃
の
取
り
組
み
成
果
が

集
結
し
た
の
が
、
今
回
の
「
し

ま
ね
自
治
研
」
だ
。
集
会
は
、

自
治
労
本
部
・
石
上
千
博
委
員

長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
（
要
旨

左
囲
み
）
に
よ
り
開
幕
。

続
い
て
、
地
元
実
行
委
員
会

か
ら
自
治
労
島
根
県
本
部
・
須

田
晋
次
委
員
長
、
連
合
島
根
・

成
相
善
朗
会
長
、
島
根
県
・
丸

山
達
也
知
事
、
松
江
市
・
上
定

昭
仁
市
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
」活

動
実
績
報
告
、
自
治
研
賞
の
表

彰
に
続
き
、
自
治

労
本
部
・
氷
室
佐

由
里
政
策
局
長
が

基
調
提
起
を
行
っ

た
（
下
囲
み
）。

午
後
は
、
島
根

の
郷
土
芸
能
・
さ
だ
須
田
太
鼓

を
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
再
開
（
上
写
真
）。
目
玉
企

画
の
自
治
研
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
1

％
の
仕
事
か
ら
考
え
る
。
課
題

が
価
値
に
変
わ
る
と
き
」
で

は
、
働
き
方
研
究
家
・
西
村
佳

哲
さ
ん
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
登
壇
。
立
教
大
学
准
教

授
・
藤
井
誠
一
郎
さ
ん
、
自
治

労
東
大
阪
・
前
田
誠
さ
ん
と

ト
ー
ク
を
展
開
し
た
（
講
演
要

旨
、
2
面
に
掲
載
）。

西
村
さ
ん
は
、
お
よ
そ
3
時

間
に
及
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
巧

み
な
話
術
で
盛
り
上
げ
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
合
間
に
「
こ
こ
ま
で

の
話
、
ど
う
聞
い
た
？
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
差
し
込
み
、
近
隣

の
参
加
者
同
士
が
気
軽
に
交
流

で
き
る
よ
う
促
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
並
行
し

て
、
会
場
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

前
述
の
前
田
さ
ん
に
よ
る
災
害

時
ト
イ
レ
の
実
技
講
習
会
や
、

昼
食
弁
当
の
余
り
を
な
く
す
た

め
、
食
べ
て
く
れ
る
人
を
会
場

の
参
加
者
か
ら
募
り
「
フ
ー
ド

ロ
ス
・
ゼ
ロ
」
の
取
り
組
み
を

推
進
し
た
（
2
面
に
掲
載
）。

2
日
目
は
、
7
つ
の
分
科
会

と
2
つ
の
特
別
分
科
会
に
分
か

れ
、
学
び
と
交
流
を
深
め
た

（
3
面
、
4
面
に
掲
載
）。

今
年
6
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
で

最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
大
規
模

災
害
や
感
染
症
ま
ん
延
時
な
ど
の
事
態

に
国
が
地
方
に
対
し
「
補
充
的
な
指

示
」
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た

内
容
で
す
。「
地
方
自
治
」
と
い
う
理

念
に
対
す
る
社
会
的
な
興
味
が
薄
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
事
実
を
、
私
た
ち
は
認

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
を
担
う
私
た
ち
個
々
人

も
、
日
頃
か
ら
地
方
自
治
、
住
民
自
治

に
軸
を
置
い
た
仕
事
を
意
識
で
き
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
厳
し
い
環
境
が
、
私

た
ち
か
ら
地
方
自
治
を
問
い
直
す
、
ま

た
地
方
自
治
を
意
識
す
る
機
会
を
も

奪
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
ま
ね
自
治
研
は「
結
び
つ
な
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
、

こ
の
自
治
研
で
ご
自
分
に
何
を
結
び
つ

な
げ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
地

方
自
治
の
あ
り
方
で
し
ょ
う
か
。
地
域

住
民
と
の
か
か
わ
り
方
で
し
ょ
う
か
。

仲
間
と
の
交
流
で
し
ょ
う
か
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
多
く
の
仲
間

と
の
交
流
と
活
発
な
議
論
を
行
い
、
職

場
・
地
域
に
こ
こ
で
の
経
験
を
持
ち
帰

り
、
何
か
に
結
び
つ
な
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

主催者あいさつ

石上 千博 自
分
に
結
び
つ
な
げ
る《
何
か
》を

見
つ
け
持
ち
帰
る
自
治
研
集
会
に

中央執行委員長

第17回地方自治研究賞

優
秀
賞（
活
動
部
門
）は

川
崎
市
職
労（
神
奈
川
）に

市
民
と
の
共
闘
の
成
果
が
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
罰
則
付
き

条
例
に
結
実

優れた自治研活動の実践と研究論

文を表彰する自治研賞は、活動部門

で神奈川・川崎市職労ほかの「『川

崎市差別のない人権尊重のまちづく

り条例』制定と今後の課題」と題す

るレポートが優秀賞を受賞した。研

究論文では東京・都庁職の縄田大輔

さんの「安くて美味しい直営給食の

ススメ」が優秀賞を受賞した。

基調提起・見どころ紹介

静
岡
、島
根
、福
井
へ
と

「
自
治
研
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

参
加
者
に
マ
イ
ク
を
向
け
「
ど

こ
か
ら
来
ま
し
た
か
」
と
問
い

か
け
る
一
幕
も

真っ暗な会場の中、一筋のスポッ

トライトに氷室佐由里政策局長が浮

かび上がる演出。会場内を壇上へと

歩みながら、「自治の再興」と2年前

の静岡自治研からスタートした「自

治研ルネッサンス」をアピールした。

分科会の案内動画の上映、関連イ

ベント企画（2面参照）を中心メン
バーが登壇して紹介した。

チャレンジサポート報告

学
生
と
協
同
で
地
域
情
報
を

収
集
・
共
有
す
る
ア
プ
リ
開
発

単
組
の
自
治
研
活
動
を
本
部
が

助
成
す
る
「
チ
ャ
レ
サ
ポ
」
は

今
年
で
一
段
落
す
る

2022年の静岡自治研で優秀企画賞
を受賞した神奈川・相模原市職労が
「大学生と協同！自作アプリで地域
情報を収集・共有」の活動報告を
行った。
そろいのはっぴで登壇した大学生
を含むメンバーが、グーグルのサー
ビスを用いて安価で簡単なアプリを
開発し、地元の課題解決の活動を
行った様子を、生き生きと発表した。

次の自治研集会開催県は福井。
2年後にまた再会しよう

ご意見
フォーム自治労HP

しまね
自治研
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自治研だからできる課題の乗り越え方

誰もが「いい仕事」をしたいと願う。日々
の仕事を縛るものをどう越えるか。「は
たらく」「つなぐ」「自治」をキーワード
に、3人が熱く語り合った。

《
境
界
》を
半
歩
踏
み
出
せ
ば

仕
事
の
価
値
が
変
化
す
る

11
％％
のの
仕仕
事事
かか
らら
考考
ええ
るる
。。
課課
題題
がが
価価
値値
にに
変変
わわ
るる
とと
きき

す
べ
て
は
「
安
心
」
の
た
め

西
村

前
田
さ
ん
の
仕
事
に
お

け
る「
挑
戦
」と
は
何
で
す
か
？

前
田

「
安
心
」
と
い
う
こ
と

で
す
。「
職
場
の
安
心
」「
地
域

の
安
心
」
で
す
。
入
職
し
た
と

き
「
こ
こ
は
安
心
な
環
境
じ
ゃ

な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
パ
ワ

ハ
ラ
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
和

ま
せ
よ
う
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を

手
づ
く
り
し
て
配
っ
て
、
笑
わ

れ
た
り
、
蜂
の
防
護
服
を
自
作

し
た
り
。
お
客
様
の
安
心
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
敬
語

を
使
え
な
い
職
員
ば
か
り
。
そ

こ
で
利
用
者
に
「
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
」
と
声
か
け
を
1

人
で
始
め
た
ら
、
周
り
の
職
員

も
真
似
し
始
め
ま
し
た
。

西
村

ト
イ
レ
は
水
洗
化
が
進

ん
で
、
い
ま
や
く
み
取
り
は
1

％
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
で
も

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
も

水
洗
が
使
え
な
い
時
に
備
え
て

地
下
に
し
尿
を
溜
め
る
仕
組
み

が
必
要
で
す
よ
ね
。

前
田

問
題
は
、
そ
れ
を
く
み

取
る
作
業
員
が
い
な
い
こ
と
で

す
。
ど
れ
だ
け
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
あ
る

か
の
デ
ー
タ
も
な
い
。
私
た
ち

の
協
会
が
調
査
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。「
ど
う
す
る
、
ど
う
す

る
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
私
た

ち
の
協
会
で
は
職
員
が
講
習
会

で
話
せ
る
よ
う
訓
練
し
「
次
世

代
の
く
み
取
り
」
を
語
る
こ
と

で
仕
事
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

《
境
界
線
》
を
踏
み
出
す

西
村

「
こ
れ
が
仕
事
で
す
」

の
範
囲
を
越
え
る
の
で
す
ね
。

藤
井

前
田
さ
ん
が
本
音
で
仕

事
に
向
か
い
あ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
共
感
を
覚
え
ま
す
。

西
村

仕
事
の
中
で
「
こ
れ
、

誰
が
や
る
ん
だ
ろ
」
み
た
い
な

中
間
領
域
の
仕
事
に
は
な
か
な

か
手
が
出
な
い
。
職
域
の
《
境

界
線
》
を
出
る
こ
と
を
、
前
田

さ
ん
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。

藤
井

私
は
大
学
の
教
員
に
な

る
前
は
大
学
の
事
務
職
員
で
、

入
試
問
題
の
印
刷
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
面
白
く
な
い
。
そ
こ

で
、
入
試
問
題
の
傾
向
を
予
備

校
で
話
す
こ
と
を
始
め
た
ら
予

備
校
に
は
好
評
で
、
お
呼
び
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。と
こ
ろ
が
、部
下
に
は
付
き

合
い
き
れ
な
い
と
不
評
で
し
た
。

前
田

防
災
の
こ
と
を
始
め
た

ら
、
会
社
の
全
員
と
行
政
の
担

当
者
が
反
対
し
ま
し
た
。
で

も
、
災
害
時
に
も
く
み
取
り
に

行
け
と
言
わ
れ
る
。
知
ら
な
い

で
行
く
の
は
や
ば
い
だ
ろ
と
、

防
災
士
と
ト
イ
レ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
資
格
を
取
っ
た
。
被
災

地
の
地
域
防
災
計
画
の
デ
ー
タ

を
収
集
し
情
報
共
有
す
る
中

で
、
行
政
の
担
当
者
と
も
信
頼

関
係
が
で
き
ま
し
た
。

藤
井

公
共
部
門
の
仕
事
の
付

加
価
値
を
作
る
こ
と
で
民
間
委

託
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
前
田
さ
ん
は
し
尿
収
集
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
防
災
に
生
か
し
発

展
さ
せ
て
い
ま
す
。

西
村

人
は
、
安
心
で
き
る
環

境
を
半
歩
出
た
り
戻
っ
た
り
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
安
心
で
き

る
領
域
を
広
げ
る
、
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
関
心
を

持
っ
て
動
く
こ
と
で
見
え
て
く

る
領
域
が
あ
る
の
で
す
ね
。

西村佳哲さん
「働き方」研究家。自治
労の集会には初登場。
（有）リビングワールド
代表。企業の伴走支援、
ワークショップ開催、
執筆などを手がける。

前田 真さん
自治労東大阪執行委
員。し尿収集の公共民
間法人に勤務。防災
士、防災トイレアドバ
イザー。日本トイレ研
究所研究員。

藤井誠一郎さん
立教大学准教授。専門
は地方自治、特にごみ
清掃。自らパッカー
車、バキュームカーに
乗り仕事を体験する
「地べた系」研究者。

ト
イ
レ
の
プ
ロ
�
前
田
さ
ん
に
よ

る
災
害
時
ト
イ
レ
の
実
技
講
習
会

自
治
研
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
し
た「
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」で
交
流

自
治
労
ま
ん
が
集
団
に
よ
る
似
顔
絵

缶
バ
ッ
ジ
の
制
作

公
務
員
と
学

生
が
ペ
ア
で
進

め
る
対
話
型

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
公
務
員
ス

テ
ッ
プ
〜
想
像

と
現
実
の
出
会

い
が
未
来
へ
の

一
歩
」
が
し
ま

ね
自
治
研
で
晴

れ
て
リ
リ
ー
ス

と
な
っ
た
。
自

治
労
組
合
員
×

島
根
大
学
学
生

×（
株
）Ｂ
ｅ
Ｏ

ｎ
ｅ
が
協
働
で
制
作
し
た
も

の
。
対
話
を
通
じ
て
学
生
が
持

つ
公
務
員
像
を
具
体
化
し
、
リ

ア
ル
な
側
面
か
ら
働
き
が
い
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
。

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
ゲ
ー
ム
の
ラ
ウ
ン
ド
が
変
わ

る
ご
と
に
ペ
ア
の
公
務
員
が
変

わ
る
の
が
、
公
務
員
に
つ
い
て

知
る
と
い
う
目
的
に
合
っ
て
い

る
」「
現
役
公
務
員
の
方
と
多
く

話
せ
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」

と
の
声
が
。
公
務
員
側
か
ら
は

「
今
ま
で
携
わ
っ
て
き
た
業
務

を
振
り
返
る
良
い
機
会
で
あ

り
、
や
り
が
い
に
感
じ
た
場
面

を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

（
株
）Ｂ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｅ
代
表
の
丹

羽
野
さ
ん
は
「
し
ま
ね
自
治
研

か
ら
誕
生
し
た
こ
の
ゲ
ー
ム

が
、
公
務
の
新
た
な
魅
力
を
発

見
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
力
を
込
め
て
語
っ
た
。

「
公
務
員
ス
ナ
ッ
ク
」
は
参
加
者
の
出

会
い
と
交
流
の
場
を
提
供

「
フ
ー
ド
ロ
ス
・
ゼ
ロ
」
達
成
。
集
会

お
弁
当
を
完
食
し
た
ぞ

（株）BeOne代 表取 締
役・丹羽野真也さん。
元松江市職員ユニオン
書記長。「働く人が自分
らしく輝くために」を
モットーに、ゲーム型
研修でキャリアデザイ
ン支援を行う。会社詳
細は二次元コードより

自治研
セッション

現役職員がリアルな側面からアピール
対話型ボードゲーム「公務員ステップ」をリリース

工
夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況

・・・・2024年11月1日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2378号（２）



分科会
2第

分科会
4第

分科会
1第

分科会
3第

集会2日目は、7つのテーマ別分科会、本部
主催と開催県本部主催の2つの特別分科会を
開催。フィールドワークやポスターセッショ
ンなどを通し、参加者は交流を深めた。

分
科
会

分
科
会
一
覧

第
1
分
科
会

よ
う
こ
そ
島
根
へ
〜
自
治
研

入
門
リ
タ
ー
ン
ズ

第
2
分
科
会

地
方
を
変
え
る
、
Ａ
Ｉ
の
力

第
3
分
科
会

公
務
職
場
を
魅
力
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に

第
4
分
科
会

も
う
知
ら
な
い
で
は
済
ま
さ

れ
な
い

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

第
5
分
科
会

い
の
ち
を
守
る
防
災
・
減
災

計
画
〜
震
度
7
・
そ
の
と
き

あ
な
た
は

第
6
分
科
会

地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
課

題
〜
交
通
弱
者
を
つ
く
ら
な

い
ま
ち
づ
く
り

第
7
分
科
会

中
山
間
地
域
の
地
域
づ
く
り

開
催
県
本
部
特
別
分
科
会

世
界
遺
産
の
町
で
学
ぶ
歴
史

と
暮
ら
し

本
部
特
別
分
科
会

地
域
か
ら
考
え
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

「地域から考えるカーボンニュートラル」
持続可能な未来をめざし議論深める

第
2
分
科
会
は
松
江
市
で
開

催
し
、
2
6
8
人
が
参
加
。
自

治
体
業
務
で
の
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
と
運
用
の
留
意

点
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

狩
野
英
司
さ
ん
は
、
Ａ
Ｉ
の

進
化
は
著
し
く
利
便
性
が
高
い

一
方
、
あ
く
ま
で
人
間
の
作
業

等
を
補
完
す
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
ル
ー
ル
を
策
定
し
活
用
す

る
重
要
性
を
強
調
し
た
。

事
例
報
告
で
は
、
高
萩
市

（
公
共
交
通
と
Ａ

Ｉ
）、
横
須
賀
市

（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
活
用
）、
越
前

市
（
メ
タ
バ
ー
ス

活
用
）
が
報
告
さ

れ
た
。

「
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

自
治
体
活
用
を
考
え
る
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
Ａ
Ｉ
活
用
よ
り
人
間

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
重

要
」「
Ａ
Ｉ
の
情
報
を
鵜
呑
み

に
せ
ず
、
課
題
解
決
へ
の
活
用

を
」「
Ｄ
Ｘ
推
進
の
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
何
が
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
な
が
る
か
考
え
る

べ
き
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

午前の部「AIと自治体
の今とこれから」行政
情報システム研究所の
狩野英司さんの講演

「
地
方
を
変
え
る
、
Ａ
Ｉ
の
力
」

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
可
能
性
を
生
か
し

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
考
え
よ
う

片山善博さん
（大正大学・地域構想研究所所長）

飯塚俊之さん
（島根・出雲市長）

高村ゆかりさん
（東京大学未来ビジョン研究センター・教授）

井上久美枝さん
（連合副事務局長）

石上千博さん
（自治労委員長）

本
部
特
別
分
科
会
は
松
江
市
内
で
開

催
し
、
1
1
0
人
が
参
加
。
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
2
0
5
0
年
に
実
質
ゼ

ロ
と
す
る
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
践
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

冒
頭
、
高
村
さ
ん
は
自
然
災
害
が
招

く
世
界
的
な
経
済
損
失
額
な
ど
を
例
示

し
、
温
暖
化
対
策
の
緊
急
性
を
訴
え

た
。
続
い
て
、
福
岡
県
み
や
ま
市
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
資
源
循
環

を
、
島
根
県
美
郷
町
は
防
災
拠
点
で
の

太
陽
光
利
用
を
報
告
。
ま
た
中
小
企
業

を
広
く
組
織
す
る
産
別
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
脱

炭
素
化
が
雇
用
や
価
格
に
与
え
る
影
響

へ
の
懸
念
を
示
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
石
上
委
員
長
が

「
災
害
を
招
き
、
日
常
の
屋
外
作
業
を

も
危
険
に
す
る
温
暖
化
の
防
止
は
組
合

員
の
命
を
守
る
取
り
組
み
で
も
あ
る
」

と
指
摘
。
飯
塚
市
長
は
脱
炭
素
化
に
む

け
た
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
践
、
井
上
さ

ん
は
雇
用
を
損
な
わ
な
い
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の
公
正
な
移
行

を
訴
え
た
。

最
後
に
片
山
さ
ん
は
、
目
標
達
成
へ

の
社
会
的
な
運
動
の
必
要
性
を
指
摘
。

労
働
組
合
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

第
1
分
科
会
は
松
江
市
内
で

開
催
し
、
76
人
が
参
加
。
ま
ち

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

伊
藤
知
恵
さ
ん
、
島
根
県
立
大

学
岩
本
晃
典
助
教
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
あ
と
、
16
班
、
3
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
秋
晴
れ
の
空
の
下

へ
と
繰
り
出
し
た
。

各
班
で
、
街
で
の
「
気
づ

き
」
の
写
真
を
撮
り
、
ア
プ
リ

に
投
稿
し
て
記
録
、
最
後
に
参

加
者
全
体
の
報
告
会
で
気
づ
き

の
共
有
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「�
歩
く
�

こ
と
で
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
」「
地
元
の
人
と
の
交
流
か

ら
街
づ
く
り
に
つ
い
て
の
思
い

を
知
れ
た
」
と
の
報
告
が
あ

り
、
最
後
に「
本
日
の
体
験
、成

果
を
持
ち
帰
り
、職
場
・
組
合
・

住
民
へ
と
リ
タ
ー
ン
す
る
」
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

会場ではLINEのオープンチャット
機能を使って、参加者同士が匿名で
交流。リアルタイムでアンケート集
計も行った

「
よ
う
こ
そ
島
根
へ
〜
自
治
研
入
門
リ
タ
ー
ン
ズ
」

歩
く
こ
と
で
新
た
な
発
見
が

松
江
の
街
を
記
録
し
な
が
ら
闊
歩第

3

分
科
会
で

は
、
近
年
公
務
職

場
の
採
用
応
募
者
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、

若
年
層
を
中
心
に
早

期
離
職
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
端
緒
に
、

公
務
職
場
を
魅
力
あ

る
も
の
に
す
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を

主
軸
に
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。リ

ア
ル

ト
ー
ク
の

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
公
務
員

を
退
職
し
た

経
験
が
あ
る

3
人
が
登
壇
。

退
職
を
決
断

し
た
経
緯
、

退
職
前
後
の

心
境
の
変
化
に
つ
い
て
話
し
た
。

役
場
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

両
方
を
経
験
し
、
現
在
は
市
役

所
で
働
く
福
井
県
大
野
市
職

労
・
吉
村
清
香
さ
ん
は
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
で
行
政
と
全
く
異

な
る
価
値
観
に
触
れ
、
良
い
意

味
で
行
政
職
員
が
社
会
に
与
え

る
影
響
の
大
き
さ
に
気
づ
け

た
」「
以
前
と
同
じ
仕
事
を
し
て

い
て
も
、
一
緒
に
働
く
仲
間
に

や
り
が
い
を
持
っ
て
働
い
て
も

ら
う
た
め
に
は
何
が
で
き
る

か
、
ま
で
を
考
え
て
動
く
よ
う

に
な
っ
た
」
と
思
い
の
変
化
を

述
べ
た
。
ま
た
、
自
ら
学
ぼ
う

と
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ

と
で
、
公
務
の
仕
事
を
通
し
て

多
方
面
に
貢
献
で
き
る
と
強
調

し
た
。

第
4
分
科
会
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
の
理
解
を
深
め
、
ど
う
行
動

す
れ
ば
い
い
か
を
学
ぶ
「
実
践

編
」
と
し
て
松
江
市
内
で
開

催
。
参
加
者
は
1
5
8
人
。

午
前
中
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
理
解

増
進
法
」に
つ
い
て
の
講
演
は
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性
の

弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

仲
岡
し
ゅ
ん
さ
ん
（
写
真
）。

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
特
殊
な
人
と
決

め
つ
け
な
い
こ
と
。『
何
を
し

て
あ
げ
る
か
』
で
は
な
く
、『
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
』
を
知

る
こ
と
が
大
事
」
と
、
性
的
少

数
者
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理

解
と
配
慮
を
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
。「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
理
解
増
進

法
」
に
つ
い
て
は
「
ぶ
っ
ち
ゃ

け
、
出
来
の
悪
い
法
律
。
特
に

何
か
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
バ
ッ
サ
リ
。
職
場
で
の

差
別
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

自
身
の
体
験
談
も
含
め
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
平
等
な
環
境
づ

く
り
を
提
起
し
た
。

午
後
の
部
は
、政
治
、行
政
、

性
的
少
数
者
の
差
別
禁
止
法
等

を
求
め
る
市
民
団
体
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
当

事
者
も
パ
ネ
リ
ス
ト
に
加
え
、

自
治
研
中
央
推
進
委
員
の
楳
田

博
之
さ
ん
（
自
治
労
京
都
）
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
行
政

の
現
場
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
理
解
増

進
法
」
を
ど
う
生
か
す
か
、
参

加
者
も
交
え
議
論
を
深
め
た
。

ユーモアと率直なトークで聴衆を
グイグイ引き込む講師の仲岡しゅ
ん弁護士

「
も
う
知
ら
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
環
境
づ
く
り

知
識
か
ら
地
域
・
職
場
で
の
実
践
へ

「公務職場を魅力あるものにするために」
これからの職場のあり方
《公務員を一度退職した外の視点から考える》

本部特別
分科会
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お
お
だ

開
催
県
本
部
特
別
分
科
会
は
、
大
田

市
「
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」

に
60
人
の
参
加
を
得
て
開
催
。
好
天
に

恵
ま
れ
、
街
並
み
散
策
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
行
っ
た
。

「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景

観
」
は
2
0
0
7
年
に
鉱
山
遺
跡
と
し

て
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
当
時
の
面
影
を
残
す
街
並
み

に
は
今
も
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。

10
月
4
日
は
参
加
者
が
、
松
江
市
で

の
全
体
会
か
ら
分
科
会
会
場
の
「
商
工

会
議
所
ホ
ー
ル
」
に
バ
ス
で
移
動
。
交

流
会
を
行
っ
た
。

翌
5
日
は
、
分
科
会
の
目
玉
で
あ
っま

た
石
見
銀
山
の
坑
道
跡
「
大
久
保
間

ぶ歩
」
限
定
公
開
ツ
ア
ー
が
修
繕
工
事
に

よ
っ
て
突
然
の
中
止
と
な
り
、
見
学
先

の
坑
道
を
急
き
ょ
変
更
を
す
る
一
幕
も

あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
者
か
ら
は
、

「
世
界
遺
産
の
価
値
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
よ
く
分
か
っ
た
」「
子
ど
も
の

頃
か
ら
郷
土
芸
能
に
親
し
む
子
ど
も
神

楽
に
感
動
し
た
」「
役
員
や
ガ
イ
ド
の
方

の
お
か
げ
で
と
て
も
奥
深
い
歴
史
あ
る

街
並
み
を
知
る
事
が
で
き
た
」「
島
根
が

大
好
き
に
な
り
ま
し
た
」「
今
度
は
家

族
で
来
ま
す
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

第
7
分
科
会
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
・
浜
田
市
の
「
石
央
文

化
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
、
約
3

0
0
人
の
参
加
者
と
「
中
山
間

地
域
の
地
域
づ
く
り
」
を
考
え

討
論
し
た
。

（
一
社
）
持
続
可
能
な
地
域

社
会
総
合
研
究
所
の
藤
山
浩
所

長
か
ら
、
地
域
の
資
源
（
食
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）
の
地
産
地

消
に
よ
る
「
域
内
所
得

創
出
」、
地
域
の
「
域

内
経
済
循
環
」
を
は
か

る
こ
と
、
ま
た
、
地
域

内
外
と
の
連
携
に
よ
る

「
ロ
ー
カ
ル
コ
モ
ン

ズ
」
を
め
ざ
し
て
い
く

と
い
う
考
え
方
や
、
事

例
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
を
受
け
た
。

ま
た
、
島
根
県
立
大

学
地
域
政
策
学
部
の
田

中
輝
美
准
教
授
か
ら

は
、
実
践
例
な
ど
を
交
え
て

「
関
係
人
口
」
の
考
え
方
や
、

「
関
係
人
口
」
の
効
果
と
し

て
、
地
域
住
民
の
発
見
・
誇

り
・
知
識
に
つ
な
が
り
、
地
域

住
民
が
よ
り
主
体
的
に
変
容
し

移
住
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
の
講
演
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
を
は
さ
ん

で
、
島
根
県
邑
南
町
が
「
地
域

運
営
の
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
」、
岡
山
県
西
粟
倉
村
が「
村

の
環
境
資
本
か
ら
再
エ
ネ
創

出
」、
島
根
県
知
夫
村
が
「
人

口
増
の
キ
セ
キ
」、
高
知
県
大

川
村
が
「
継
続
か
ら
生
ま
れ
た

新
た
な
出
会
い
」
と
題
し
、
取

り
組
み
の
経
過
と
工
夫
、
効
果

や
課
題
な
ど
の
事
例
報
告
を

行
っ
た
。

分
科
会
は
、
講
師
2
人
の

コ
ー
ナ
ー
、
事
例
報
告
4
地
域

と
鳥
取
県
日
吉
津
村
、
広
島
県

三
次
市
、
高
知
県
い
の
町
の
3

地
域
を
加
え
た
8
つ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
「
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
時
間
を
持
つ

な
ど
、
参
加
者
が
自
分
の
考
え

を
話
し
た
り
交
流
で
き
る
よ
う

運
営
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

「人と地域、未来形のつながり方を考える」
パネルディスカッション

「世界遺産の町で学ぶ歴史と暮らし」

世界遺産と伝統の価値感じる
「
中
山
間
地
域
の
地
域
づ
く
り
」

循
環
型
農
村
を
め
ざ
す

未
来
志
向
の
地
域
づ
く
り

代官所、武家屋敷、商人や職人の町屋など、
江戸時代にタイムスリップしたかのような街
並みを歩く参加者たち

地域公共交通キャンペーン展開中

ぐるっと松江レイクラインバス（島根・松江市職
員ユニオン）

自
治
労
都
市
公
共
交
通
評
議
会

は
、
春
と
秋
に
「
く
ら
し
を
さ
さ

え
る
地
域
公
共
交
通
確
立
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
地
域
の
移
動
を
担
う
安

全
・
安
心
の
公
共
交
通
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
は
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
立
、
交

通
職
場
の
人
材
確
保
な
ど
を
訴

え
、
駅
頭
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
行
動
等
を
通
じ

て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
を
広

く
市
民
に
発
信
し
ま
す
。

公
共
交
通
職
場
の
組
合
員
は
も

と
よ
り
、
交
通
職
場
以
外
の
職
場

の
組
合
員
に
も
、
こ
の
行
動
へ
の

注
目
と
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

福岡市地下鉄（福岡交通労働組合）

2024確定闘争がはじまります。人事

院の「プラス勧告」で安心してはいけ

ません。「私たちの賃金は労使交渉で

決まる」のです。「要求なくして成果

なし」です。私たちの《声》を集め、

当局にぶつけましょう。

すべての年代の賃金引上げと賃金運

用の改善、地域の実情に応じた諸手当

の改善、中途採用職員や会計年度任用

職員の処遇改善など、「1単組・1要

求」の取り組みを進めましょう。
秋季・確定闘争ポテッカーを掲示しま
しょう 取り組みの柱

◇新たな生活様式における公共交通の維持存続
◇持続可能な公共交通の確立
◇交通職場の人材不足の解消
◇燃料価格高騰の対応
◇自動車走行環境の整備
◇カスタマーハラスメント防止の取り組み
◇災害・老朽化に対応した取り組み
◇カーボンニュートラルの取り組み

絵
本
の
新
刊
コ
ー
ナ
ー
で
「
さ
あ
。
あ
な

た
も
、
あ
か
ち
ゃ
ん
に
。」
と
い
う
帯
の
一

文
が
目
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
誘
い
方
は
絶
対

に
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
作
品
だ
と

思
っ
て
表
紙
を
見
直
し
た
ら
正
解
。
こ
の
人

が
描
く
イ
ラ
ス
ト
も
、
ち
ょ
っ
と
シ
ニ
カ
ル

で
特
徴
が
あ
る
。

子
ど
も
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
大

人
の
心
に
も
ぐ
っ
と
響
く
。
優
し
さ
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
琴
線
に
も
触
れ
ら
れ
た

り
、「
そ
う
そ
う
そ
う
」
と
共
感
で
き
た
り

「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と
気
持
ち
を
軽

く
し
て
も
ら
え
た
り
も
す
る
。「
絵
本
」
だ

か
ら
文
は
長
く
は
な
い
。
し
か
も
小
さ
な
子

に
も
分
か
る
言
葉
で
大
人
を
納
得
さ
せ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ヨ

シ
タ
ケ
さ
ん
の
言
葉
の
選
び
方
、
文
の
並
べ

方
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と

作
品
を
読
む
た
び
に
思
う
。

読
み
聞
か
せ
し
た
ら
子
ど
も
た
ち
は
目
を

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
、
ツ
ボ
に
は

ま
っ
た
ら
お
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て
く

れ
る
か
な
。
あ
わ
せ
て
「
一
年
一
組

せ
ん
せ
い
あ
の
ね
」
も
ぜ
ひ
お
勧
め

で
あ
る
。

（
森
田
聡
子

岐
阜
県
本
部
）

さ
あ
、ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
ワ
ー
ル
ド
へ

「
し
ば
ら
く
あ
か
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
の
で
」
ヨ
シ
タ
ケ

シ
ン
ス
ケ

PHP研究所
1，540円

開催県本部
特 別
分 科 会

10／1（火）
～12／22（日）

交渉ゾーン：11月第3週
全国統一行動日：11月15日（金）

�組�合�員�の�声�を
�交�渉�の�場�へ

各都道府県・政
令市等の人事委
員会勧告の最新
情報を、連日更
新中です。

・・・・2024年11月1日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2378号（４）
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